
人
権
擁
護
委
員
の
委
嘱

●
人
権
擁
護
委
員
が
再
委
嘱
さ

れ
ま
し
た

　
小
林　
久
枝
さ
ん

　
４
月
１
日
付
で
法
務
大
臣
か

ら
再
委
嘱
さ
れ
ま
し
た
。
任
期

は
令
和
７
年
４
月
１
日
か
ら
３

年
間
で
す
。

●
新
し
い
人
権
擁
護
委
員
が
法
務

大
臣
か
ら
委
嘱
さ
れ
ま
し
た

　
外
山　
淳
惠
さ
ん

　
４
月
１
日
付
で
法
務
大
臣
か

ら
委
嘱
さ
れ
ま
し
た
。
任
期
は

令
和
７
年
４
月
１
日
か
ら
３
年

間
で
す
。

　
町
の
人
権
擁
護
委
員
は
、
人

権
侵
害
に
対
し
て
救
済
に
向
け

た
措
置
を
と
る
と
と
も
に
、
人

権
を
侵
害
さ
れ
る
こ
と
が
な
い

よ
う
地
域
を
見
守
る
こ
と
を
任

務
と
し
、そ
の
一
環
と
し
て「
心

配
ご
と
相
談
」（
毎
月
第
３
火
曜

日
）も
行
っ
て
い
ま
す
。

●
人
権
擁
護
委
員

　
小
林　
久
枝
さ
ん（
藤
江
）

　
杉
浦　
義
治
さ
ん（
生
路
）

　
中
村
建
志
郎
さ
ん（
緒
川
新
田
）

　
菅
野　
純
子
さ
ん（
石
浜
）

　
山
﨑　
宏
子
さ
ん（
緒
川
）

　
外
山　
淳
惠
さ
ん（
森
岡
）

問
住
民
課　
内
線
１
６
１

自
衛
官
等
募
集
の
た
め
の

個
人
情
報
の
提
供
を
希
望
し
な
い
方
へ

　
町
で
は
法
令
に
基
づ
き
、
自

衛
官
な
ど
を
募
集
す
る
自
衛
隊

に
対
し
、
対
象
者
の
氏
名
、
住

所
を
情
報
提
供
し
て
い
ま
す
。

こ
の
情
報
は
、
自
衛
官
等
募
集

案
内
の
送
付
に
使
用
さ
れ
ま
す

が
、
個
人
情
報
の
提
供
を
望
ま

な
い
方
は
、
除
外
申
請
書
を
提

出
し
て
く
だ
さ
い
。

●
対
象

　
町
内
に
住
民
登
録
が
あ
る

・
平
成
15
年
４
月
２
日
～
平
成

16
年
４
月
１
日
生
ま
れ

・
平
成
19
年
４
月
２
日
～
平
成

20
年
４
月
１
日
生
ま
れ
の
方

●
申
請
方
法

　
５
月
30
日
金▢
ま
で
に
除
外
申

請
書
、
本
人
確
認
書
類
を
郵
送

（
必
着
）ま
た
は
直
接
問
い
合
わ

せ
先
へ

※
本
人
以
外
の
方
が
申
請
す
る

場
合
は
、
委
任
状
お
よ
び
本

人
・
代
理
人
の
本
人
確
認
書

類
が
必
要

※
除
外
申
請
書
は
役
場
防
災
課

窓
口
ま
た
は
町
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド

※
詳
細
は
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
へ

問
防
災
課　
内
線
３
４
８

慰
霊
巡
拝

　
国
で
は
、
戦
没
者
を
慰
霊
す

る
た
め
、
遺
族
を
対
象
に
慰
霊

巡
拝
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
実

施
予
定
時
期
、
申
込
方
法
な
ど

は
問
い
合
わ
せ
先
へ

●
内
容　
戦
没
者
の
配
偶
者
、

父
母
、
子
、
兄
弟
姉
妹
、
参
加

遺
族（
子
・
兄
弟
姉
妹
）の
配
偶

者
、
戦
没
者
の
孫
、
甥お
い
、
姪め
い
の

旅
費
を
補
助
す
る
も
の
で
す
。

●
派
遣
地
域

　
東
部
ニュ
ー
ギ
ニ
ア
、モ
ン
ゴ
ル
、

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
、フ
ィ
リ
ピ
ン
、

硫
黄
島　
な
ど

問
ふ
く
し
課　
内
線
１
２
４

多
言
語
で
行
う

ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
窓
口
を
設
置
し
ま
す
！

　
外
国
人
が
生
活
に
か
か
る
適

切
な
情
報
や
相
談
場
所
に
素
早

く
た
ど
り
着
く
こ
と
が
で
き
る

よ
う
、
情
報
提
供
や
相
談
対
応

を
多
言
語
で
行
い
ま
す
。

●
対
応
言
語

・
外
国
人
相
談
員
…
英
語
、
タ

ガ
ロ
グ
語
、
ポ
ル
ト
ガ
ル
語

・
三
者
間
通
訳
機
器
…
英
語
、

中
国
語
、
ポ
ル
ト
ガ
ル
語
、

フ
ィ
リ
ピ
ン
語(

タ
ガ
ロ
グ

語)

、
ベ
ト
ナ
ム
語
は
じ
め

15
か
国
語

●
開
設
日
時（
平
日
）

・
月
、
火
、
木
、
金
曜
日

　
午
前
８
時
45
分
～
午
後
４
時

・
水
曜
日

　
午
前
８
時
45
分
～
午
後
８
時

●
設
置
場
所

　
役
場
南
庁
舎
１
階

問
住
民
自
治
課　
内
線
２
９
５

広報ひがしうら 2025年４月号 28

も っ と 知 り た い



「
東
浦
町
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

活
動
支
援
交
付
金
」申
請
受
付
中
！

●
東
浦
町
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

支
援
交
付
金
と
は
？

　
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
・
Ｎ
Ｐ
Ｏ
が

町
内
で
行
う
事
業
に
対
し
て
、

最
大
10
万
円
を
交
付
す
る
も
の

で
す
。

●
対
象
者

　

総
合
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン

タ
ー（
な
な
い
ろ
）に
登
録
し
て

い
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア（
個
人
・

団
体
）、
Ｎ
Ｐ
Ｏ

●
対
象
に
な
る
活
動

（
１
）地
域
の
公
共
的
な
課
題
を

解
決
す
る
た
め
の
事
業

（
２
）地
域
の
実
施
団
体
な
ど
に

お
け
る
人
材
の
発
掘
ま
た
は
育

成
に
関
す
る
事
業

（
３
）地
域
情
報
の
収
集
ま
た
は

発
信
に
関
す
る
事
業

（
４
）コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
組
織
の
強

化
ま
た
は
地
域
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
化
に
関
す
る
事
業

　
な
ど

●
対
象
経
費

　
講
師
な
ど
へ
の
謝
金
・
謝
礼
、

消
耗
品
、
燃
料
費
、
印
刷
代
、

郵
便
料
金
、
保
険
料
、
会
場
使

用
料
、
事
務
所
の
賃
借
料
、
備

品
購
入
費
な
ど

●
受
付
期
間
、
申
請
方
法

　
４
月
１
日
火▢
～
９
月
30
日
火▢

に
申
請
書
と
添
付
書
類（
事
業

計
画
書
、
収
支
予
算
書
、
規
約

な
ど
団
体
の
概
要
が
わ
か
る
資

料
）を
Ｆ
Ａ
Ｘ
、
メ
ー
ル
ま
た

は
直
接
問
い
合
わ
せ
先
へ

※
申
請
書
は
住
民
自
治
課
、
総

合
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー

（
な
な
い
ろ
）で
配
布
ま
た
は

町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ

ン
ロ
ー
ド

●
審
査
方
法

　
提
出
さ
れ
た
申
請
書
お
よ
び

添
付
書
類
を
審
査
し
、
交
付
・

不
交
付
を
決
定
し
ま
す
。

問
住
民
自
治
課　
内
線
２
９
５

（
８
２
）０
８
９
０

jum
injichi@

tow
n.

aichi-higashiura.lg.jp

４
月
２
日
は「
世
界
自
閉
症
啓
発
デ
ー
」

４
月
２
日
～
８
日
は「
発
達
障
害
啓
発
週
間
」

■
発
達
障
が
い
と
は

　
自
閉
ス
ペ
ク
ト
ラ
ム
症
、
学

習
障
害
、
注
意
欠
如
多
動
性
障

害
な
ど
の
、
通
常
低
年
齢
に
お

い
て
発
現
す
る
脳
機
能
の
障
が

い
で
す
。
そ
の
た
め
、
他
人
と

の
関
係
づ
く
り
や
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
な
ど
が
苦
手
、
知

的
能
力
が
低
い
わ
け
で
は
な
い

の
に
、
学
力
や
話
す
力
、
言
葉

の
理
解
力
の
遅
れ
が
あ
る
と
い

わ
れ
て
い
ま
す
。
発
達
障
が
い

に
つ
い
て
知
る
こ
と
、
理
解
を

す
る
こ
と
は
発
達
障
が
い
の
あ

る
人
だ
け
で
な
く
、
誰
も
が
幸

せ
に
暮
ら
す
こ
と
が
で
き
る
社

会
の
実
現
に
つ
な
が
り
ま
す
。

■
発
達
障
が
い
に
は
ど
ん
な
も

の
が
あ
る
？

●
自
閉
ス
ペ
ク
ト
ラ
ム
症

　
（
Ａ
Ｓ
Ｄ
）

　
自
閉
症
、
ア
ス
ペ
ル
ガ
ー
症

候
群
を
含
む
広
汎
性
発
達
障
害

で
す
。
主
な
特
徴
と
し
て
対
人

関
係
が
苦
手
、
言
葉
の
発
達
の

遅
れ
や
興
味
・
行
動
に
強
い
こ

だ
わ
り
が
あ
り
ま
す
。
３
歳
ま

で
に
い
ず
れ
か
の
特
徴
が
現
れ

る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

●
学
習
障
害（
Ｌ
Ｄ
）

　
基
本
的
に
知
的
発
達
に
遅
れ

は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
聞
く
、
話

す
、
読
む
、
書
く
な
ど
の
特
定

の
領
域
で
学
習
の
遅
れ
が
み
ら

れ
る
障
が
い
で
す
。

●
注
意
欠
陥
多
動
性
障
害

　
（
Ａ
Ｄ
Ｈ
Ｄ
）

　
年
齢
あ
る
い
は
発
達
に
不
釣

り
合
い
な
注
意
力
、
衝
動
性
、

多
動
性
を
特
徴
と
す
る
行
動
の

障
が
い
で
す
。
７
歳
ま
で
に
特

徴
が
現
れ
、
社
会
的
な
活
動
や

学
業
の
機
能
に
支
障
を
き
た
し

ま
す
。

■
発
達
障
が
い
が
あ
る
方
に
は

年
齢
な
ど
、
相
手
に
合
わ
せ

た
配
慮
が
必
要
で
す

　
例
え
ば
…

・
相
手
の
意
図
が
く
み
取
り
に

く
い
と
感
じ
ら
れ
る
と
き
は
、

説
明
者
の
意
図
が
伝
わ
っ
て

い
な
い
可
能
性
を
考
慮
し
て

応
対
す
る
。

・
言
語
的
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
が
苦
手
な
場
合
は
、
視
覚

情
報
で
簡
潔
に
伝
え
る
。

・
感
覚
過
敏
の
人
に
は
、
落
ち

着
い
た
環
境
を
用
意
す
る
。

・
こ
だ
わ
り
が
あ
る
人
に
は
、

こ
だ
わ
り
を
受
け
止
め
た
う

え
で
適
切
に
応
対
す
る
。

■
相
談
窓
口

●
あ
い
ち
発
達
障
害
者

　
支
援
セ
ン
タ
ー

▼
電
話
相
談　

　
月
～
金
曜
日

・
受
付
時
間

　
午
前
10
時
～
正
午
、

　
午
後
１
時
～
４
時

☎
０
５
６
８（
８
８
）０
８
４
９

▼
来
所
相
談（
予
約
制
）

　

月
・
木
曜
日（
祝
日
、
年
末

年
始
を
除
く
）

・
予
約
受
付
時
間

　
午
前
９
時
～
正
午
、

　
午
後
１
時
～
５
時

☎
０
５
６
８（
８
８
）０
８
１
１

　
内
線
８
１
０
９

問
障
が
い
福
祉
課

　
内
線
１
２
１ 
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知
北
斎
場
が
新
し
く
な
り
ま
す

　

建
替
え
工
事
を
進
め
て
い
た

知
北
斎
場
が
完
成
し
、
４
月
22

日
火▢
か
ら
供
用
を
開
始
し
ま
す
。

ま
た
、
予
約
手
続
き
や
使
用
料

が
変
わ
り
ま
す
。
詳
細
は
知
北

平
和
公
園
組
合
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
へ

※
供
用
開
始
前
に
、
お
別
れ
室

や
待
合
室
な
ど
を
ご
覧
い
た
だ

け
る
内
覧
会
を
開
催
し
ま
す
。

ま
た
、
現
在
、
設
計
を
行
っ
て

い
る
合
葬
墓
地
の
イ
メ
ー
ジ
図

な
ど
の
展
示
も
行
い
ま
す
。

●
と
き

　
４
月
15
日
火▢

　
午
前
９
時
30
分
～
午
後
３
時

●
と
こ
ろ　
知
北
斎
場

※
駐
車
場
の
混
雑
緩
和
の
た
め
、

隣
接
す
る
知
北
霊
園
の
駐
車

場
も
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

●
申
込
み

　
不
要
、
直
接
会
場
へ

問
知
北
平
和
公
園
組
合

☎（
４
８
）５
５
１
１

就
学
援
助
制
度

　
経
済
的
な
理
由
に
よ
り
就
学

が
困
難
な
児
童
・
生
徒
の
保
護

者
に
対
し
、
学
用
品
費
、
学
校

給
食
費
、
修
学
旅
行
費
な
ど
の

援
助
を
行
い
、
義
務
教
育
の
機

会
均
等
を
確
保
し
よ
う
と
す
る

制
度
で
す
。

●
対
象

　
援
助
を
受
け
る
こ
と
が
で
き

る
保
護
者
の
方
は
、
次
の
事
由

い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
方
で
す
。

該
当
す
る
方
は
、
問
い
合
わ
せ

先
へ
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

・
生
活
保
護
世
帯
の
方

・
当
該
年
度
に
生
活
保
護
が
停

止
ま
た
は
廃
止
さ
れ
た
世
帯

の
方

・
町
民
税
が
非
課
税
ま
た
は
減

免
さ
れ
て
い
る
方

・
個
人
事
業
税
ま
た
は
固
定
資

産
税
が
減
免
さ
れ
て
い
る
方

・
国
民
年
金
の
掛
金
が
減
免
さ

れ
て
い
る
方

・
国
民
健
康
保
険
税
が
減
免
な

ど
さ
れ
て
い
る
方

・
児
童
扶
養
手
当
を
受
給
し
て

い
る
方

・
社
会
福
祉
協
議
会
が
実
施
す

る
生
活
福
祉
資
金
の
貸
付
を

受
け
て
い
る
方

・
前
年
の
所
得
が
町
の
基
準
額

以
下
の
方

・
離
職
な
ど
に
よ
り
今
年
の
所

得
見
込
み
が
町
の
基
準
額
以

下
の
方

●
受
付　
随
時

問
教
育
課　
内
線
１
７
６

春
の
安
全
な
ま
ち
づ
く
り
県
民
運
動

　

４
月
15
日
火▢
～
24
日
木▢
は

「
春
の
安
全
な
ま
ち
づ
く
り
県

民
運
動
」の
実
施
期
間
で
す
。

　

被
害
に
あ
わ
な
い
た
め
に

「
自
分
だ
け
は
大
丈
夫
」と
思
わ

ず
に
対
策
し
ま
し
ょ
う
！

　
春
の
県
民
運
動
で
は
①
～
⑤

を
重
点
と
し
、
犯
罪
の
抑
止
を

図
っ
て
い
き
ま
す
。

①
特
殊
詐
欺
の
被
害
防
止

「
他
人
に
キ
ャ
ッ
シ
ュ
カ
ー

ド
を
渡
さ
な
い
」「
暗
証
番
号

を
教
え
な
い
」を
徹
底
し
ま

し
ょ
う
。

②
Ｓ
Ｎ
Ｓ
型
投
資
・

　
ロ
マ
ン
ス
詐
欺
の
被
害
防
止

Ｓ
Ｎ
Ｓ
だ
け
で
や
り
と
り
し

て
い
る
人
か
ら
お
金
や
投
資

の
話
を
さ
れ
た
ら
、
警
察
や

家
族
に
相
談
し
ま
し
ょ
う
。

③
侵
入
盗
の
防
止

出
掛
け
る
時

は
、
必
ず
鍵

を
か
け
、
在

宅
中
も
施
錠

し
ま
し
ょ
う
。

④
自
動
車
盗
の
防
止

照
明
や
防
犯
カ
メ
ラ
な
ど
の

対
策
が
と
ら
れ
た
駐
車
場
を

選
び
ま
し
ょ
う
。

⑤
子
ど
も
と
女
性
の

　
犯
罪
被
害
防
止

人
通
り
が
多
く
明
る
い
道
を

通
り
ま
し
ょ
う
。

問
住
民
自
治
課　
内
線
2
９
５
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事
業
承
継
個
別
相
談
会
を

開
催
し
ま
す
！

４
月
６
日
～
15
日
は

春
の
全
国
交
通
安
全
運
動

　
県
事
業
承
継
・
引
継
ぎ
支
援

セ
ン
タ
ー
、
刈
谷
市
、
大
府
市

と
連
携
し
、
事
業
承
継
個
別
相

談
会
を
開
催
し
ま
す
。
事
業
承

継
を
お
考
え
の
方
は
ご
利
用
く

だ
さ
い
。

●
内
容

　
公
的
機
関
で
あ
る
県
事
業
承

継
・
引
継
ぎ
支
援
セ
ン
タ
ー
の

専
門
ス
タ
ッ
フ
に
よ
る
個
別
相

談

●
と
き

　
６
月
、
10
月
、
２
月
の　
　

　
各
第
４
火
曜
日

・
午
前
10
時
～

・
午
前
11
時
30
分
～（
各
60
分
）

●
場
所　
勤
労
福
祉
会
館

●
対
象
者

・
刈
谷
市
、
大
府
市
ま
た
は
町

内
の
事
業
所
を
経
営
す
る
方

も
し
く
は
後
継
者

・
刈
谷
市
、
大
府
市
ま
た
は
町

外
の
事
業
所
を
経
営
す
る
刈

谷
市
、
大
府
市
ま
た
は
町
内

在
住
の
方

●
申
込
み

　
相
談
希
望
日
の
１
週
間
前
ま

で
に
申
込
用
紙
を
Ｆ
Ａ
Ｘ
ま
た

は
メ
ー
ル
で
問
い
合
わ
せ
先
へ

※
申
込
用
紙
は
商
工
農
政
課

（
勤
労
福
祉
会
館
内
）で
配
布

ま
た
は
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か

ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド

問
勤
労
福
祉
会
館

☎（
８
３
）６
１
１
８

（
８
３
）６
１
１
７

shokonosei@
tow

n.
aichi-higashiura.lg.jp

●
道
路
を
横
断
す
る
と
き
は

　
「
ハ
ン
ド
・
ア
ッ
プ
」！

　
横
断
歩
道
で
は
必
ず
止
ま
り
、

右
と
左
を
よ
く
見
て
、
車
が
来

て
い
な
い
こ
と
を
確
か
め
て
か

ら
渡
り
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
横

断
す
る
際
は
手
を
挙
げ
る
な
ど
、

ド
ラ
イ
バ
ー
に
横
断
す
る
意
思

を
明
確
に
伝
え
て
か
ら
横
断
し

ま
し
ょ
う
。
横
断
中
も
周
囲
の

状
況
を
確
認
し
ま
し
ょ
う
。

●
横
断
歩
道
は
歩
行
者
優
先
！

　
運
転
者
に
は
、
横
断
歩
道
手

前
で
の
減
速
義
務
や
停
止
義
務

が
あ
り
ま
す
。
道
路
上
に
横
断

歩
道
が
あ
る
こ
と
を
示
す「
ダ

イ
ヤ
マ
ー
ク
」を
見
た
ら
、
横

断
者
が
い
る
場
合
に
は
安
全
に

停
止
で
き
る
よ
う
、
ス
ピ
ー
ド

を
落
と
し
て
走
行
し
ま
し
ょ
う
。

●
自
転
車
利
用
の

　
ル
ー
ル
を
守
ろ
う
！

　
法
律
に
よ
り
、
自
転
車
を
利

用
す
る
す
べ
て
の
人
に
対
し
、

ヘ
ル
メ
ッ
ト
の
着
用
が
努
力
義

務
化
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

２
０
２
４
年
11
月
か
ら
、
自
転

車
乗
車
時
の
な
が
ら
ス
マ
ホ
の

禁
止
、
酒
気
帯
び
運
転
に
対
す

る
罰
則
が
創
設
さ
れ
ま
し
た
。

問
住
民
自
治
課　
内
線
２
９
５

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の

休
日
窓
口
を
開
設
し
ま
す

（
事
前
予
約
制
）

●
と
き

　
４
月
６
日
日▢
、５
月
10
日
土▢
、

　
６
月
１
日
日▢
、７
月
６
日
日▢
、

　
８
月
３
日
日▢
、９
月
７
日
日▢
、

　
10
月
５
日
日▢
、11
月
２
日
日▢
、

　
12
月
７
日
日▢
、

　
令
和
８
年

　
１
月
10
日
土▢
、２
月
１
日
日▢
、

　
３
月
１
日
日▢

　
午
前
９
時
～
正
午
、

　
午
後
１
時
～
３
時

●
と
こ
ろ　
住
民
課

●
対
象
手
続
き

・
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
受

け
取
り

・
電
子
証
明
書
の
更
新

・
保
険
証
情
報
の
紐
づ
け

・
暗
証
番
号
の
初
期
化
、

　
再
設
定

●
対
象

　
町
内
に
住
民
登
録
の
あ
る
方

●
そ
の
他

　
日
程
変
更・中
止
の
場
合
あ
り

●
申
込
み

・
４
月
６
日
の
開
設

４
月
４
日
金▢
正
午
ま
で
に
電

話
で
問
い
合
わ
せ
先
へ

・
５
月
以
降
の
開
設
日

窓
口
開
設
日
の
前
月
１
日
～

直
前
の
木
曜
日
正
午
に
町
公

式
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
予
約
・
申
込

フ
ォ
ー
ム
へ

※
代
理
で
手
続
き
を
希
望
す
る

場
合
は
電
話
で
問
い
合
わ
せ
先
へ

問
住
民
課　
内
線
１
６
０
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ひ
と
り
親
家
庭
等
に
関
す
る
手
当
制
度

　
ひ
と
り
親
家
庭
な
ど
の
生
活

の
安
定
と
児
童
の
健
全
育
成
の

た
め
、
児
童
を
監
護
養
育
す
る

方
へ
手
当
を
支
給
す
る
制
度
で

す
。
支
給
を
受
け
よ
う
と
す
る

方
お
よ
び
児
童
は
、
町
内
に
居

住
し
て
い
れ
ば
国
籍
は
問
い
ま

せ
ん
。

　

手
当
は
、国
の
児
童
扶
養
手

当
、県
遺
児
手
当
、町
遺
児
手
当

で
、す
べ
て
所
得
制
限
が
あ
り
ま

す
。手
当
の
概
要
や
支
給
要
件
、

所
得
制
限
は
問
い
合
わ
せ
先
へ

●
注
意

　

事
実
婚（
異
性
の
頻
繁
な
訪

問
や
同
居
、経
済
的
援
助
な
ど
）

の
場
合
は
、
手
当
は
申
請
で
き

ま
せ
ん
。
ま
た
、
各
手
当
を
受

給
中
の
方
が
事
実
婚
と
な
っ
た

場
合
は
資
格
喪
失
や
返
還
な
ど

が
生
じ
ま
す
。

●
一
部
支
給
停
止
措
置
な
ど

　
児
童
扶
養
手
当
は
原
則
、
手

当
の
支
給
開
始
月
の
初
日
か
ら

起
算
し
て
５
年
を
経
過
す
る
と
、

受
給
資
格
者
が
父
ま
た
は
母
の

場
合
、
手
当
の
２
分
の
１
が
支

給
停
止
と
な
り
ま
す
。

　
た
だ
し
、
①
ま
た
は
②
に
よ

り
必
要
書
類
を
期
限
内
に
提
出

し
た
場
合
、
支
給
停
止
が
解
除

さ
れ
ま
す
。
該
当
す
る
方
に
は

通
知
し
ま
す
の
で
、
必
要
書
類

を
郵
送
ま
た
は
直
接
問
い
合
わ

せ
先
へ

※
所
得
の
状
況
や
家
族
の
状
況

な
ど
に
変
化
が
あ
っ
た
場
合

は
、
こ
の
限
り
で
な
い

①
受
給
し
て
い
る
父
ま
た
は
母

な
ど
が
次
の
い
ず
れ
か
に
該

当
す
る
場
合

・
就
業
し
て
い
る

・
求
職
活
動
な
ど
の
自
立
を
図

る
た
め
の
活
動
を
し
て
い
る

・
身
体
上
ま
た
は
精
神
上
の
障

が
い
が
あ
る

・
負
傷
ま
た
は
疾
病
な
ど
に
よ

り
就
業
す
る
こ
と
が
困
難
で

あ
る

・
受
給
し
て
い
る
父
ま
た
は
母

な
ど
が
監
護
す
る
児
童
ま
た

は
親
族
が
障
が
い
、
負
傷
、

疾
病
、
要
介
護
状
態
な
ど
に

あ
り
、
介
護
す
る
必
要
が
あ

る
た
め
就
業
す
る
こ
と
が
困

難
で
あ
る

② 

①
に
該
当
し
な
い
た
め
、

児
童
課
に
お
い
て
相
談
し
た

う
え
で
求
職
活
動
な
ど
を

行
っ
た
場
合

●
そ
の
他

　
必
要
書
類
な
ど
の
詳
細
は
町

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ま
た
は
問
い
合

わ
せ
先
へ

●
申
請
・
問
い
合
わ
せ

　
子
育
て
支
援
課

　
内
線
１
４
０

児童扶養手当 県遺児手当 町遺児手当
受給者

（申請者） 父、母、養育者（祖父母、おじ、おばなど）

支給対象
児童

死別、離婚などにより父または母と生計を同一にしていない
児童、父または母に重度の障がいがある児童

支給期間
児童が18歳到達年度の末日まで
※施行令で定める程度の障がいがあ

る方は20歳未満まで

児童が18歳到達年度の
末日までの最長５年間

手当月額
（2025年度）

▶児童１人の場合
全額支給　46,690円
一部支給　46,680～11,010円
▶児童２人以上の場合の加算額※

　全額支給　11,030円
　一部支給　11,020～5,520円 
※１人増すごとに加算

児童１人
につき

・１～３年目
　4,350円
・４～５年目
　2,175円
・６年目以降
　０円

児童１人に
つき

5,000円

令
和
７
年
度
か
ら

国
民
健
康
保
険
税
の

税
率
が
変
わ
り
ま
す

●
税
率
の
改
正

　
税
率
比
較
表
の
と
お
り
改
正

し
ま
す
。

問
税
務
課

　
内
線
１
１
９

医療分 後期高齢支援金分 介護分
Ｒ６ Ｒ７ Ｒ６ Ｒ７ Ｒ６ Ｒ７

所得割 7.20% 7.57％ 2.56％ 2.66％ 2.11％ 2.21％
均等割 31,900円 33,000円 10,300円 11,000円 11,200円 11,500円
平等割 23,100円 22,700円 7,900円 7,800円 6,100円 6,000円

【令和６年度と令和７年度の税率比較表】　※詳細は町ホームページへ

影響額（例）４人世帯（うち介護分該当２名、世帯での課税所得400万円の場合）
【改正前】70万3,100円→【改正後】73万3,100円
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